
 

［成 果 情 報 名］ フモニシン含有コメ標準物質作成とコメ中フモニシン分析の前処理法の開発 

［要 約］ フモニシンを均一に含むコメ標準物質を作成し、それを用いて前処理

法を検討したところ、浸漬抽出が有効であった。開発した前処理法を用いて、２種の

検出法で添加回収試験を行った結果、良好な成績を得た。  
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［背景・ねらい］                             

国産穀類でフザリウム属菌が産生するかび毒の一種であるフモニシン汚染が問題と

なっている。しかしながら国産穀類、特にコメに適用できる妥当性確認されたフモニ

シン分析法の報告はない。今回、フモニシンを均一に含むコメ標準物質を作成し、こ

れを用いて分析に必要な試料前処理法を検討した。 

［成果の内容・特徴］ 

１．フモニシン産生菌をコメ培地に接種し、人工汚染かび米を作成し、作成したかび

米を、非汚染米と混合・粉砕して、EU におけるフモニシン基準値（0.2～4.0 mg/kg）
の上限と下限に相当する汚染度になるよう調製した。調製試料の均一性が確認さ

れ、フモニシンを均一に含むコメ標準物質が作成できた（図１，表１）。 

２．１．で作成した標準物質を用いて試料処理法を検討したところ、水浸漬抽出が有

効であり、抽出用有機溶媒添加前に 30 分間水浸漬することで、有意に抽出効率が

向上した。浸漬時間を 30 分と 3 時間の 2 種類で比較した結果、両者では抽出効率

に有意差が無かった（表２）。  
３．２．で開発した前処理法（＝抽出用有機溶媒添加前に 30 分間水浸漬）を用いて、

２種の検出法（昨年度開発した HPLC-蛍光法と LC-MS/MS 法）で添加回収試験を

行った結果、両検出法において良好な成績を得た（表３）。また、１．で作成した

標準物質を用いて、研究室内で測定日、分析者を変えて測定を行った結果、良好な

中間精度が得られたことより、シングルラボバリデーション（SLV：単一試験所に

よる妥当性確認）レベルで妥当性確認したコメ中のフモニシン分析法が確立され

た。日本各地の玄米試料での添加回収試験でも良好な回収率を得た。  
［成果の活用面・留意点］ 

１．  SLV レベルの妥当性確認がなされたコメ中のフモニシン分析法が確立された。

本法は、ジャポニカタイプの玄米ならびに白米中のフモニシン含量の調査に利用で

きる。今後、餅米ならびにインディカタイプの白米について、適用可能性を検討す

る必要がある。  
２．今回用いた標準物質作成法は、他のかび毒を含む他の標準物質作成にも適用でき

る。 



 

［具体的データ］ 

フモニシン産生菌をコメ培地に接種  
→  人工汚染かび米（>100ppm）  
→  オートクレーブ滅菌  
→  手動 /機器混合により非汚染米と粉砕・混合   
→  均一性試験へ  

      
図１．フモニシン含有コメ標準物質作成プロトコール  
 
 
表１．一元配置分散分析による人工汚染かび米中フモニシンB1値の均一性試験  

（高レベル汚染米のフモニシンB1値 (mg/kg) ならびに分散分析表）  
4.21 4.06
3.62 3.55
4.02 4.25
3.96 4.08
3.70 4.08
4.40 4.23
3.54 4.30

 変動要因 変動 自由度 分散 分散比 P-値 F境界値
ｸﾞﾙｰﾌﾟ間 0.086429 1 0.086429 1.047649 0.326241 4.747225
ｸﾞﾙｰﾌﾟ内 0.989971 12 0.082498
合計 1.0764 13  

P値>0.05より、均一。  
 

表２．フモニシン含有コメ標準物質中フモニシン値に与える水浸漬時間の影響  

浸漬時間 フモニシンB1 フモニシンB2 フモニシンB3 フモニシンB1 フモニシンB2 フモニシンB3
0 分 0.33+0.07 0.17+0.04 n.d. 3.8+0.4 2.2+0.3 < LOQ

30 分 0.49+0.05* 0.25+0.03 n.d. 6.6+0.2* 3.1+0.2* 0.22+0.04
180 分 0.54+0.06* 0.27+0.03 n.d. 7.0+0.3* 3.3+0.2* 0.24+0.04

*同列中の値に有意差がある (P <0.05).  n.d.=HPLC-蛍光法で検出限界未満

低レベル汚染米 高レベル汚染米
濃度 (mg/kg) (n=3) 濃度 (mg/kg) (n=3)

 
 

 

表３．２種の検出法によるコメ中フモニシンの添加回収試験における回収率  

添加レベル
0.5 mg/kg
定量限界

   回収率 (%) (n=3)

77.3+3.0 79.4+4.8 75.7+3.6
90.2+7.0 87.5+6.3 85.4+7.3

LC-MSMS法
フモニシンB1 フモニシンB2 フモニシンB3

HPLC-蛍光法
フモニシンB1 フモニシンB2 フモニシンB3

79.1+4.8
87.2+5.5 85.8+6.1 85.5+7.7
81.8+3.5 82.5+4.2
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